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◆
こ
の
と
こ
ろ
、「
い
ざ
な
ぎ
超
え
」
と
言

わ
れ
る
好
景
気
状
況
に
あ
る
と
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
か
ら
は
「
好

景
気
を
未
だ
実
感
で
き
な
い
」
と
い
う
声

が
多
く
聞
か
れ
、
現
時
点
で
は
ゆ
と
り
と

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
段
階
に
は
至
っ
て

い
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

今
年
か
ら
「
団
塊
の
世
代
」
の
一
斉
退
職

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
昨
年
は
住
民
基
本

台
帳
に
基
づ
く
調
査
（
総
務
省
）
で
も
人

口
が
初
め
て
「
自
然
減
」
と
な
る
な
ど
、

日
本
は
「
時
代
の
分
岐
点
・
２
０
０
７
年
」

と
呼
ぶ
べ
き
歴
史
的
に
み
て
大
き
な
時
代

の
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、「
安
心
し
て
、
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
・
三
鷹
」
を
創
る
た
め
、

市
で
は
、
第
３
次
基
本
計
画
（
改
定
）
の

中
で
最
重
点
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
位

置
づ
け
、
施
策
の
重
点
化
と
総
合
化
を
図

っ
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
特
に
次
の
４
つ
の
方
向
性

を
重
視
し
て
、
き
め
細
か
く
「
選
択
と
集

中
」
に
よ
る
経
営
資
源
の
重
点
化
を
図
る

こ
と
と
し
ま
す
。

本
市
は
、
市
制
施
行
直
後
か
ら
、
公
団

住
宅
の
建
設
、
道
路
・
下
水
道
・
学
校
の

整
備
な
ど
、
急
激
な
人
口
増
加
と
都
市
化

に
対
応
す
べ
く
、
社
会
資
本
整
備
を
積
極

的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
定

の
社
会
資
本
整
備
が
完
了
し
、
ハ
ー
ド
面

で
は
都
市
と
し
て
成
熟
期
を
迎
え
た
今
日
、

既
存
の
社
会
資
本
を
有
効
に
活
用
し
、
環

境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
「
質
的
向
上
」

を
目
指
す
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
共
施
設
の
計
画
的
な
維

持
・
保
全
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）
の
た
め
の
方
針
の
確
立
に
向
け
た

取
り
組
み
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

環
境
保
全
や
経
済
性
に
配
慮
し
た
都
市
構

造
・
都
市
空
間
の
修
復
と
更
新
を
行
う

「
都
市
の
再
生
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
向

け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

市
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は
厳
し
い
局

面
が
続
き
ま
す
が
、
こ
う
し
た
中
に
あ
っ

て
も
ま
ち
づ
く
り
に
消
極
的
に
な
ら
ず
、

今
後
本
格
的
に
更

新
の
時
期
を
迎
え

る
公
共
施
設
の
保

全
・
活
用
策
や
、

用
地
の
利
活
用
、

施
設
整
備
・
再
配

置
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

近
年
、「
格
差
社
会
」
の
問
題
が
論
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
国
の
福
祉
、
年
金
、
医
療

制
度
改
革
や
税
制
改
正
な
ど
に
よ
っ
て
、

市
民
生
活
に
「
痛
み
」
が
発
生
し
た
り
、

増
税
感
が
顕
在
化
す
る
と
い
っ
た
課
題
が

新
た
に
生
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
「
最
も

身
近
な
政
府
」
で
あ
る
三
鷹
市
が
、
こ
う

し
た
制
度
改
革
の
負
の
影
響
を
最
小
限
に

す
る
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
（
経
済
的

な
困
難
に
あ
っ
て
も
、
最
低
限
の
安
全
を

保
証
す
る
社
会
的
な
制
度
や
対
策
）」
の
機

能
を
果
た
す
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
社
会
と
接
点
を
持
ち
、
相
互
に
敬
意
を

持
っ
て
支
え
あ
う
地
域
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
・
東
京
都
へ
積
極
的
な
問

題
提
起
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護
保

険
制
度
や
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
制

度
改
正
へ
の
対
応
、
税
制
改
正
の
影
響
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
増
へ
の
対

応
を
進
め
る
な
ど
、
市
独
自
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
機
能
を
果
た
す
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
通
底
す
る
「
人
財
」

の
育
成
は
、
子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
人
権

と
個
性
を
重
視
す
る
過
程
で
あ
り
、
未
来

に
伝
統
や
文
化
を
継
承
す
る
過
程
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
過
程
を
生
か
す
た
め
に
は
、

子
ど
も
た
ち
を
「
家
族
の
宝
」
だ
け
で
は

な
く
「
地
域
の
宝
」「
社
会
の
宝
」
と
し
て
、

皆
が
慈
し
み
育
む
社
会
意
識
の
醸
成
と
社

会
環
境
の
実
現
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性

や
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
と
と
も
に
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
協
働
し
て
教
育
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
保

育
園
・
学
童
保
育
所
の
整
備
、
小
・
中
一

貫
教
育
校
の
推
進
、
地
域
子
ど
も
ク
ラ
ブ

の
充
実
な
ど
、
地
域
と
連
携
・
協
力
し
た

取
り
組
み
を
続
け
る
と
と
も
に
、
児
童
手

当
や
医
療
費
助
成
な
ど
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。本

年
度
は
、
第
３
次
基
本
計
画
の
第
２

次
改
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
自

治
基
本
条
例
施
行
後
の
新
た
な
自
治
・
分

権
推
進
体
制
の
も
と
で
の
最
初
の
計
画
改

定
で
あ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
市

民
会
議
・
審
議
会
で
の
審
議
を
大
い
に
反

映
さ
せ
る
な
ど
、
幅
広
く
多
様
な
市
民
参

加
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
団
塊
世
代
の
地
域
回
帰
を
積
極

的
に
受
け
止
め
、「
参
加
と
協
働
の
仕
組
み

づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
地
域
の
人
財
の
発
掘
と
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
た
総
合
力
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
第
３
次
基
本
計
画
の
第
２
次

改
定
は
、
次
の
「
第
４
次
基
本
計
画
（
仮

称
）」
に
繋
が
る
長
期
的
継
続
的
な
政
策
・

事
業
の
枠
組
み
や
、
行
財
政
改
革
、
人
財

育
成
な
ど
に
関
す
る
新
た
な
制
度
づ
く
り

や
事
業
立
案
の
準
備
を
進
め
る
契
機
で
も

あ
り
ま
す
。「
時
代
の
分
岐
点
・
２
０
０
７

年
」
の
諸
課
題

と
三
鷹
市
独
自

の
地
域
課
題
の

解
決
を
目
指
し

て
、
時
代
の
変

化
を
先
取
り
し

た
新
た
な
制
度

設
計
と
枠
組
み

づ
く
り
に
着
手

し
ま
す
。

◆
今
、
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
時
代
の

激
動
と
地
域
課
題
の
多
様
化
は
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
更
な
る
広
が
り
と
「
質
の
向
上
」

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な

政
策
課
題
の
台
頭
は
、
そ
の
解
決
に
向
け

た
自
治
体
経
営
改
革
の
「
進
化
」
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
19
年

度
・
２
０
０
７
年
度
を
「
更
な
る
挑
戦
・

み
た
か
新
時
代
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位

置
づ
け
、
市
民
の
皆
様
の
信
託
と
信
頼
に

基
づ
き
、
未
来
に
確
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
繋

げ
る
、
夢
の
あ
る
「
21
世
紀
型
の
創
造
的

自
治
体
」
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

私
は
、「
三
鷹
か
ら
日
本
の
未
来
を
創
造

す
る
」
と
い
う
意
気
込
み
を
持
っ
て
、
市

議
会
の
皆
様
、
市
民
の
皆
様
と
目
標
を
共

有
し
、
共
に
役
割
と
責
任
を
担
い
合
う
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
が
愛
す
る
三
鷹
を
「
協
働
・

感
動
・
躍
動
が
息
づ
く
輝
く
ま
ち
三
鷹
」

と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
原
市
長
の
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平成19年度の市の予算案が、2月27日から始まった市議会定例会で審議されています。
新年度予算案は、一般会計が565億8,364万4千円、各特別会計を合わせた総額では1,014億8,878万9千円で、

「三位一体の改革」による税財源の国から市への移譲の過渡期という厳しい財政状況の中、子育て世代の負担軽減に向け
た支援策の拡充、教育環境の整備などに積極的に取り組んだ内容となっています。
三鷹市は、これからも、行政サービスの広がりと質の向上を図りながら、新たな政策課題に積極的に対応し、夢のあ
る「21世紀型の創造的自治体」への歩みを、着実・堅実に進めていきます。

「更なる挑戦・みたか新時代」のスタートに向けて

新年度の施政方針（概要）

平成
19年度
予算案 565億8,364万4千円

三
鷹
市
長

清
原
慶
子

一般会計

都
市
の
再
生
・

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

1

三
鷹
市
独
自
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
確
立

2

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
支
え
、
子
育
て
世
代
を

支
援
す
る
環
境
整
備
と
教
育
の

充
実

3
「
自
治
体
経
営
改
革
の
推
進
」

と
「
新
た
な
参
加
と
協
働
の

仕
組
み
づ
く
り
」

4

関連記事2・3面


